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国立大学・高専等施設整備
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発生率約２倍

建築後２５年以上の建物のうち要改修建物は約５割 経年３０年以上でライフライン※の事故発生率が急増
：経年30年以上 ：経年15年以上 ：経年15年未満 （令和元年5月1日現在）

過密な研究室(機能低下と事故)

現状

教育研究施設の老朽化
配管の腐食

特別高圧ケーブル故障

※ライフライン
（配管・配線、設備機器）

戦略的なリノベーションを
実施し、質の高い、安全な
教育研究環境を確保

計画的・重点的な施設整備を推進

教育研究施設の再生

国立大学等の施設は、将来を担う人材の育成の場であるとともに、地方創生やイノベーション創出等教育研究活動を支える重要なインフラで
ある。一方、著しい老朽化の進行により安全面・機能面等で大きな課題が生じている。
このため、「第４次国立大学法人等施設整備５か年計画」（平成28年3月29日文部科学大臣決定）を踏まえ、防災機能強化など安全性の確保、

地方創生やSociety5.0の実現に向けた機能強化等への対応など、計画的・重点的な施設整備を推進するとともに、新しい時代にふさわしい国立
高等専門学校の機能の高度化・国際化を実現するため、老朽施設の改善整備を推進する。

（件/万㎡） 未改修建物１万㎡当たりの事故発生率

経年30年以上で事故発生率が急増

（平成31年3月現在）

発生率（件/万㎡）

停電による研究成果の消失や
配管破損による危険物の流出を防止

先端IT人材の育成のために
必要な機器を備えた実験スペース

排水管
（雨水）

排水管
（実験排水）

給水管

ガス管

（令和元年5月1日現在）国立大学等施設の経年別保有面積
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異分野間での共同研究とフレキシブルな
施設利用が可能なオープンラボを整備

事業
概要

令和2年度当初予算額案 361 億円
（前年度予算額 347 億円）

令和元年度補正予算額案 320 億円
令和２年度臨時・特別の措置 430 億円
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予備費
当初予算額（復興特会）
補正予算額（復興特会)

526

689

国立大学法人等施設整備費予算額の推移

国立大学法人等施設整備５か年計画

第１次 第２次 第３次 第４次

609

2,500

4,000

1,481

808

791

※R1補正、R2当初は予算案

◇四捨五入により合計は一致しない場合がある。

◇平成30年度補正予算のうち１０８億円、令和元年度予算のうち８０８億円、令和2年度予算案のうち４３０億円は防災・減災、
国土強靱化関係予算（臨時・特別の措置）

1,195億円
（第2次５か年平均）

（Ｈ18～Ｈ22）

1,926億円
（第１次５か年平均）

（Ｈ13～Ｈ17）

1,269億円
（第3次５か年平均）

（Ｈ23～Ｈ27）

748億円
（第4次５か年平均）

（Ｈ28～Ｒ1当初）

347
361



経済財政運営と改革の基本方針2019（令和元年６月２１日閣議決定）【関係部分抜粋】
高等専門学校の機能の高度化、専門職大学や専門学校等における企業等と連携した実践的な職業教育を進める。

今後の高等専門学校の在り方に関する提言【関係部分抜粋】
（令和元年５月３０日自由民主党文部科学部会高等専門学校小委員会）
Ⅰ．高等専門学校の基盤的環境の整備
国立高等専門学校が保有する施設の多くは創設期（昭和３０年代後半から４０年代前半）に集中的に整備された。

創設以来、今日まで５０年以上経過しており、老朽化が急速かつ一斉に進行し、施設の安全性の低下・機能性の陳腐
化が著しく教育研究活動に支障が出ている。
国立高等専門学校の使命である新たな時代を担う技術者育成の推進に向け、これらの老朽施設を早期に集中的に改
善するための計画を策定し、抜本的に改善すること。

令和新時代高専の機能高度化プロジェクト【施設・設備計画】

老朽施設の集中的早期改善

国際寮 校舎 実習工場

○施設の多くは創設期（昭和30年代後半から40年代前半）に集中的に
整備。
創設以来、今日まで50年以上経過し、老朽化が急速かつ一斉に進行。
施設の安全性の低下・機能性の陳腐化が著しく教育研究活動に支障。

○Society5.0の実現など社会の変化の中で、実践的・創造的な技術者
の育成機関として一層期待される高等専門学校においては、我が国の
未来を切り拓く「ものづくり」を先導する人材育成の場に相応しい、
基盤的環境が求められる。

高専施設の現状と課題

国家戦略等における高専施設に関する文言

新しい時代にふさわしい国立高等専門学校施設の機能の高度化に向け、国際寮の整備や老朽化が著しい学生寮、
校舎等を集中的に改善整備し、長期にわたる安全性の確保とともに、多様な学修形態等に対応できる生活環境、
教育環境を実現する。

老朽化施設

41.4%

改修済施設

42.2%

高専施設の老朽化状況

老朽化により改修を要する施設が
全保有面積の41.4%

老朽化や機能の陳腐化が著しい学生寮

経年劣化が著しい校舎の外壁

新しい時代にふさわしい国立高等専門学校の教育研究の高度化に向けた基盤的設備の更新・整備を集中的に
実施し、「ものづくり」を先導する人材育成を実現する。

ＣＮＣ工具研削盤：
プログラミングにより、
ドリルの製造や工具を再
研削するための工作機械

●第１期（令和元年度～令和３年度）事業費 約４８０億円
創設６０周年に向けて、新たに国際寮の整備、早期改善の必

要な老朽化が著しい学生寮等を中心に長寿命化改修により
再生整備

●（令和元年度～令和６年度）事業費 約１８０億円
設備整備マスタープラン（今後５年間に整備が必要な設備をリスト化）に

基づき、
①老朽化・陳腐化が著しく更新を優先すべき設備
②各高専における機能の高度化に向け新規に必要な設備
を導入

●第２期（令和４年度～令和６年度）事業費 約４２０億円
老朽化した主要施設（校舎、学生寮等）の施設機能を高度化

するため長寿命化改修により再生整備

令和新時代高専の機能高度化プロジェクト計画
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加速化
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施設：360億円
設備： 70億円

施設：420億円
設備：110億円
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